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今号のトピックス
♢巻頭言　
♢臨床の現場から 
病理診断科における新しい取り組み

♢放射線室技師長就任の挨拶
♢第121回愛媛脳神経外科懇話会
　学術集会を開催しました
♢第73回日本病院学会に参加して
♢災害訓練を振り返って
♢連携医療機関の紹介
♢お知らせ
　夏フェスタ開催しました！
子ども神輿が中庭テラスを巡行！
The Eirai Papers Award 2022表彰
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令和 
発行元

一般財団法人永頼会 松山市民病院広報誌  Matsuyama Shimin Hospital一般一般一般一般一般

Vol .  47連携医療機関の紹介 当院の連携医療機関である先生をご紹介いたします。

がけ受診された患者さんが「このクリニックを選んでよ
かった」「またここで診察を受けたい」と思っていただける
ようなクリニックを目指しています。
  また、婦人科では一般不妊治療やがん検診、月経、更年
期などの婦人科疾患を
診療しています。
  これまでと同様に松
山市民病院とも連携を
図ってまいりたいと思
いますので、どうぞよろ
しくお願いいたします。

　当院は２０２３年4月から「須賀医院」を引き継ぎ「すが
クリニック消化器内科・婦人科」を新たに開院しました。こ
れまで県内外の基幹病院で研鑽を積み、消化器内科医とし
て専門性の高い医療に取り組んでまいりました。

　これからは、地域の皆
様の健康を支える「おな
かのかかりつけ医」とし
て、患者さんの不安や不
調に寄り添っていく所存
です。痛みの少ない内視
鏡検査、丁寧な診療を心

Vol .  53

  信頼にこたえる医師として
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副院長 重見 律子

つれづれなるまゝに、で始まる徒
然草の中に「友とするに悪き者、七
つあり。よき友三つあり。（第百十七
段）」という一節があり、吉田兼好
はよき友の一つに「くすし（医師）」
を挙げています。医師が友人だと心
強いとはいえ、その時代の医師は何
ができたのだろうかと調べると「日
本医学史（富士川游著）」にたどり
着きました。
　鎌倉時代には中国（宋）から東洋
医学が伝来し「くすし」という名の
通り、薬（漢方）を用いる治療が行
われていたようです。鎌倉時代末期
には医学書も書かれました。今とは
比べ物にならない医療レベルだった
と思いますが、歴史を紐解くと、人
が病やケガに苦しめられるのはいつ
の時代も変わらないのだと感じさせ
られます。鎌倉時代の医師の身分は
高くなかったようで、僧が医師の役
割を兼ねていたようです。しかし、
その後脈々と続く「医師」という職
業は、病から人を助けたいと思う人々

によって選ばれ、信頼感を与えたに
違いないと思うのです。

　さて現代は、医療技術が進歩し、
医師の数は増えていますが、それ
以上に医療に求められるものは多
く、医師の仕事量が減ることはあり
ません。厚生労働省の調査で、医
師の時間外労働時間は他職種に比
べ長いことが示されています。これ
は、医療者が自身の仕事に強い責
任感を持ち、献身的に従事している
ことにほかなりません。しかし、労
働時間が長くなると、脳卒中や心筋
梗塞などの心・脳血管系疾患の発
症リスクが高くなり、抑うつや燃え
つき症候群にも関係すると言われて
います。
　さらに長時間労働について考える
時、多様性に合わせた働き方から、
一部の人に仕事の負担が偏るという
現状があることも考慮しなければな
りません。特に当院のような救急を
担う病院では、昼も夜も外来、救

撮影：形成外科 /手塚 敬（久万高原町 石鎚山南尖峰）

急搬送、入院対応に追われる日が
あります。
　来年度から始まる医師の働き方
改革は、患者と医師を守るために
行われるものです。当院は、「時間
外労働時間を年間 960 時間以内、
月に 100 時間以内にすること」「勤
務と次の勤務の間隔（インターバ
ル）を 9 時間以上あけ、その間に
仕事をした場合には代償休息をと
ること」「連続労働は 28 時間まで
でその後インターバルを 18 時間以
上あけること」などが定められてい
る A 水準になります。各医師が働
き方改革のルールを理解し、助け
合い、さらに自己管理すること、
救急に出務する医師の体制を整え
ることが大事です。

　時間外の病状説明の制限など、
患者さんやご家族にご協力いただ
くこともあります。患者と医師との
信頼関係を保ちながら、働き方改
革を進めていこうと思います。
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 所在地 　： 松山市三番町4丁目2番地5
 電話番号 ： 089-931-1242
 診療科 　： 内科、婦人科
 休診日     ： 日曜日、木曜日午前（婦人科）、木・土曜日午後　
　　　　　 HPの休診日カレンダーをご確認ください
　　　　　

☆婦人科のみ休診　
各科とも受け付けは17:30まで

The Eirai Papers Award 2022 表彰
　The Eirai Papers Award は、職員の著書、論文、それに準じた
ものを院内で顕彰し、表彰するものです。
　今回は、2022年に発表した論文などを審査し（一次選考：図書
委員会、二次選考：理事会）、4名を表彰しました。

外来における転倒予防対策の
実際

継続看護を担う
体質強化外来看護
27巻4号

冨岡久美子
（看護部）

萩森康孝
(リハビリ室)

四国理学療法士会
学会誌 44号

仕事のモチベーションを向上
させるには？～面接時のアン
ケート調査を用いた要因解析～

病院施設での転倒は増えている
のか 転倒予防のチーム医療

平井覚
(リハビリ室)

Aging＆Health
長寿科学振興財団
機関紙 30巻4号

院
長
賞

努
力
賞

受  賞  者 論  題 掲  載  誌

心停止後、人工呼吸器管理下で
の早期リハビリテーション介入
により社会復帰に至った急性心
筋梗塞患者1症例

四国理学療法士会
学会誌 44号

中田亮輔
(リハビリ室)

夏フェスタ開催しました！
　7月24日(月)、8月22日(火)の2日間、中庭テラスにて夏フェス
タを開催しました。
　7月24日の第1弾では水なし魚釣り・金魚すくい、紙コップけ
ん玉、折り紙・シール貼り、ペットボトルわなげを、8月22日の
第2弾ではくじ引きなどを行いました。
　たくさんのご参加ありがとうございました。

AI 補助診断が可能な内視鏡システム

子ども神輿が中庭テラスを巡行！
　10月5日(木)秋祭り、社会福祉法人永頼会松山中央乳
児保育園の園児たちが、町内と中庭テラスを練り歩きま
した。患者さんや当院のOB・OG十数名も一緒に「わっ
しょい、わっしょい」と応援しました。
　この折に集まった当院OB・OGで茶話会を開催。数年
ぶりの再会、積もる話に花を咲かせました。

須賀 義文先生・真美先生


